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（達成度）
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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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1

安全で安心して暮らし続けられるまち

環境と共生する持続可能な循環型社会の形成

地球温暖化対策の推進

低炭素社会に向けた行動の展開

緑のカーテン事業

環境局

環境保全推進課

087-839-2393

市

平成 年度～28

③インフラ・施設等整備

緑のカーテン説明会実施回数 回

「たかまつ緑のカーテン・コンテスト」応募件数 件

平成 年度（ 年度決算分）29 28
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　緑のカーテンは、つる性植物を建物の壁面にはわせ、夏の強い日差しを和らげるもので、地球温暖化防止に大きく役立つこと
が期待できる。
・緑のカーテン・コンテストを実施し、市民、事業所等に緑のカーテンへの取組を募集し、優秀なものを表彰するとともに市の
広報紙等で紹介し、啓発・普及を推進する。２４年度から、公共施設を部門に加え、より一層の取組みの促進を図っている。ま
た、２５年度からは県と連携して実施している。

環境業務センターにおいて緑のカーテンを実施するとともに、各局にも依頼し、推進に努める。

市内の住宅、事業所及び学校・保育所・公共施設

緑のカーテンを普及させることにより、温室効果ガス（二酸化炭素）の削減等、省エネルギーの推進を図る。

・環境業務センター等で緑のカーテンを実施するとともに、全庁的な拡大を図っている。

２８年度の緑のカーテン・コンテストへの応
募件数は、前年度とほぼ同数であり、普及・
啓発が図られた。

平成 年度35

H29

H29

H29

年度29 　「緑のカーテン・コンテスト」を実施し、家庭、事業所および学校・保育所・公共施設各部門に分けて取組の募集を行い、優
秀なものに対して表彰、副賞の贈呈を行うとともに、市の広報紙やホームページで紹介することにより、啓発・普及を促進する
。
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点35

平成 年度（決算）26 平成 年度（決算）27 平成 年度（決算）28 平成 年度（予算）29

3,176 3,329 3,340 3,390

224 258 200 250

2,952 3,071 3,140 3,140

Ａ 継続

緑のカーテンは市民が気軽で身近に取り組むことができる地球温暖化防止活動であり、緑のカーテン・コンテストには毎年１００件を超える
応募がある。２８年度は１１２件の応募があり、今後も県と連携してコンテストを実施することにより、応募件数の増加を図る。

地球温暖化対策として、市民が取り組みやすい事業であり、継続して行う必要がある。
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